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多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」
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多良間村村民運動会
～秋風に走れ 秋空に舞え～

令和7年度

撮影　来間玄次

綱引きは「力」だけでは勝てない。技とチームワークだ！ そして気合いが肝心だと、ベテランはゲキを飛ばして引く

村民交流は「治安の絆」爽やかに走る當眞 将警部補 苗箱リレー（婦人）は前が見えないのがヤッカイと笑顔で走る



第28回多良間島ピンダアース大会

第51回沖縄県畜産共進会出品に係る奨励金交付式

放送大学入学生募集

令和7年10月18日（土）、多目的広場において第28回多良間
島ピンダアース大会が開催され、3階級に計26頭が出場した。
フェリーの特別運航も行われ、島内外から多くの人が来場し
大きな賑わいを見せた。大会結果は次のとおり。

令和７年10月29日(水)、役場村長室において、第51回沖縄
県畜産共進会に村代表で牛を出品する豊見城畜産、東風平正
明さんに奨励金が贈られた。

伊良皆村長は「堂々と披露して、良い成績の報告が来ること
を期待している。」と激励した。出品者の豊見城畜産 豊見城玄
聖さんは「県への出場が決まってから２か月、ブラッシングな
ど世話を毎日してきた。」、東風平正明さんは「今年もしっかり
と良い仕上がりになっている。本番も頑張り、多良間島をPR
したい」と意気込みを語った。

放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒業したい、学びを
楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。

ただいま2026年4月入学生を募集しています。詳しい資料を送付致しますので、お気軽にお問合せください。

● 募集学生の種類
-教養学部-
科目履修生（6ヶ月在学し、希望する科目を履修）
選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修）
全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）

-大学院-
修士科目生（6ヶ月在学し、希望する科目を履修）
修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修）

● 出願期間
2025年11月26日～2026年2月27日、
2月28日～3月16日

（インターネット出願も受け付けております）

● 資料請求（無料）・お問合わせ先
● 〒903-0129  放送大学沖縄学習センター
● 沖縄県中頭郡西原町千原1番地
● 琉球大学構内地域国際学習センター棟4階
● ☎ 098-895-5952
● 放送大学ホームページ https://www.ouj.ac.jp

各階級で優勝したピンダと飼養者の皆さん
（左から中量級優勝 レッドサンダー、重量級優勝 ガラガラドン、

軽量級優勝 波）

奨励金を受け取る東風平正明さん（左）と
豊見城畜産の豊見城玄聖さん（右）

軽量級
優　勝 波 40㎏ 飼養者：外間徳行さん
準優勝 タカシ2号 44㎏ 飼養者：渡口竜晴さん

中量級
優　勝 レッドサンダー 65㎏ 飼養者：森山丈一郎さん
準優勝 オカダ 59㎏ 飼養者：渡口末子さん

重量級
優　勝 ガラガラドン 86㎏ 飼養者：山中晴太郎さん
準優勝 アナギナー☆ブライン 73㎏ 飼養者：森山銀次郎さん
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たらま花保存会 宮古地区産業振興賞を受賞

多良間神社例祭

令和７年11月2日(日)、たらま花保存会は『宮古地域にお
ける農林水産業の振興に多大なるご尽力をされその功績は
誠に顕著であり他の模範とするにふさわしいものである』と
して、宮古の産業まつり実行委員会より宮古地区産業振興賞 
農林水産部門を受賞した。

5日(水)には伊良皆村長へ報告があり、伊良皆村長は「保
存会の皆さんの日頃からの活動や新しい商品づくりなど、長
い期間の取り組みが認められたことが受賞に繋がった。これ
を励みに今後も商品づくりやPR活動で頑張っていただきた
い」と述べた。たらま花保存会の仲間トシ子さんは「受賞で
きて本当に嬉しい。これからも皆様と一緒に頑張りたいと思
う」と述べた。

令和７年11月10日(月)、多良間神社において神社例祭が執り行わ
れた。多良間神社例祭は、土原豊見親を祀る多良間神社の恒例祭である。

祭事では、お酒・塩・供物（カマボコ・揚げ豆腐・魚天ぷら・三枚肉・煮
昆布）・生の芋・大根・雑穀などが供えられた。拝礼にあたっては、祭事
の中心者である伊良皆村長による祈詞奏上、参加者全員での土原豊見
親頌徳歌・数え歌の歌唱が行われ、多良間村の向こう一年の繁栄を祈
願した。

多良間中学校の安田一博校長と亀川世羅生徒会長は３年生の高校
受験合格を、多良間小学校の古堅秀樹校長と糸洲瑠璃児童会長は児童
の健やかな成長を、それぞれ祈願した。

奉納余興では、仲筋三線座の皆さんによる唄三線や青年会によるふ
しゃぬふエイサー、有志の皆さんによる多良間音頭が披露された。

受賞報告をした、たらま花保存会の仲間トシ子さん（左）と
伊良皆和枝さん（右）

祈詞を奏上する伊良皆村長
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令和７年度 沖縄県広域地震・津波避難訓練

令和７年度 多良間村防災気象講演会

令和７年11月5日(水)、津波防災の日・世界津波の日
に合わせて、令和７年度沖縄県広域地震・津波避難訓
練が行われた。この訓練は、沖縄県地域防災計画に基
づき、大規模地震・津波の発生を想定し、県民等の避難
行動に特化した県下全域を対象とする実践的な訓練
を通して、地震・津波に対する防災意識の啓発や津波
避難計画等の検証を行うことにより、地震・津波災害
にかかる防災体制の向上を図ることを目的としている。

令和７年11月11日(火)、コミュニティー施設1階ホー
ルにおいて、令和7年度多良間村防災気象講演会が行わ
れ「地震・津波の知識と備え～気象庁が発表する地震津
波情報～」について沖縄気象台地震火山課長の小山卓
三氏にご講話をいただいた。

○宮古島地方の地震や津波
　・日本は地震の多い国。沖縄県（宮古島地方）も地震は少なくない
　・過去に大きな津波被害を経験した⇒将来も起こり得る！
　・揺れを感じなくても、遠方の地震などで津波が発生することもある

○地震・津波に関する情報
　・�気象庁は、緊急地震速報や津波警報等をはじめ南海トラフ地震に関する情報等、様々な情報を提供

している
　・津波警報・注意報はスピード重視のため、予測の誤差が大きくなる場合がある
　・情報は更新される場合もあるため、常に最新の情報を入手する

○地震・津波への対応と備え
　・地震のときは、あわてず身の安全を確保。揺れがおさまったら高い場所へただちに避難
　・家具の固定や訓練への参加など、いざという時のために事前の備えはとても重要
　・気象庁の情報（想定）を過信しすぎない。想定外にも備えておく
　・自分のいのちは自身で守る意識が大切

☆多良間村の指定緊急避難場所

☆多良間村の指定緊急避難場所及び指定避難所

〇 浄水処理施設　〇 父母の森　〇 八重山遠見台　〇 水納島津波避難施設

〇 多良間村コミュニティー施設　〇 多良間村地域振興拠点施設　〇 多良間小学校　〇 多良間中学校

防災頭巾をかぶり避難する幼稚園の皆さん

令和7年度多良間村防災気象講演会の様子
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▲�イモムシ競争（代表・中）縦一列に足を縛り股の下から手をつなぐ厳しく爆笑の競技

▲�二人三脚（代表）パートナーとの呼吸が大事

▲�俵運び（代表）20・30代（20kg）、40・50代（10kg）担いでリレー

▲�ナワナイ（老人）と厳しい審査風景。基準は長さとキビを縛れる強さ

▲�一致協力（代表・小）ムカデの形を3人一組の４組でリレー

TARAMA VILLAGE PUBLICITY PAPERS
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▲�竹馬競争（代表・小・中）この種目から、
いよいよ競技は始まる

5



▲�ワーガニマース（代表・小・中）思う方向に進まないのが厄介だ！

▲�童心にかえるギッチョウ競技（代表・小・中）

▲�玉入れ（幼稚園児）あか組、しろ組対抗戦。玉のお片付けも競い合う

▲�応援席。パーランクーで声援を送る吉川

▲�同点決勝（老人）４ｍ先のゲートを狙う

▲�団体演技（中学生）飛入りでハロウィン3日後、仮装で踊る▲�団体演技（小学生）校章と村章を手に校歌を踊る▲�団体演技（保育所）元気いっぱいに踊る園児たち

▲�糸くり競争（老人・女）用具も工夫されている

▲�汐汲み競争（婦人）かつての豆腐作りの「ウプシュンー」

▲�両足とび（代表）両足をしばり、百ｍ×４人でリレーするハードな種目だ

▲�団体演技（老ク連）輪になって踊る老人クラブ連合会の皆さん ▲�団体演技（婦人会）息の合った演舞を披露する婦人会の皆さん

競い合いながら「絆」を深める村民運動会

広報
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▲�点とり輪（老人）２ｍ先の3本のポールに輪投げで点数を競う

▲�これは「汐桶」ですと、裏方の準備係の皆さん

▲�バトンリレーは役員、親子3代、年代別の3種目。力走する天
川、吉川、嶺間の選手

▲�大会本部前から。奥に土原、津川、宮良応援席▲�苗箱リレー（婦人）ゴール風景▲�本部席で応援。右から伊良皆光夫大会長（村長）、豊見
城玄弘議長、比嘉清作議員、本村和也教育長

▲�綱引き（代表）各区の対抗意識で勝負する

▲�応援席。一喜一憂する大木の皆さん

▲�表彰式で津川の優勝を讃える伊良皆光夫大会長（村長）

▲�応援席。パーランクーで声援を送る吉川

順位 区 得点
１位 津川 124
2位 大木 120
3位 天川 100
4位 吉川 97
5位 宮良 89
6位 土原・嶺間 84
8位 大道 78

成績表
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秋から春先は空気の乾燥する季節
～火の取り扱いに十分注意しましょう～

宮古島地方では秋から春先にかけて空気が乾燥する日が多くなります。この時期は火災
のリスクが高くなるため、火の取り扱いには注意が必要です。

気象台では、空気が乾燥し火災が発生する危険が大きいと予想される場合に、乾燥注意報
を発表して住民の方々に注意を呼びかけています。火災は一瞬で大切な命や財産を奪う可
能性があります。これからの季節、火の取り扱いに十分注意してください。

上のグラフは、2015年～2024年の10年間で、宮古島市における日最小湿度50パーセント以下の月別平均日数です。
10月から翌年４月までは空気の乾燥する日が多いことが分かります。火災の原因としては、ガスコンロの消し忘れや、
タバコの火の不始末をよく耳にしますが、宮古島地方ではサトウキビ畑での火入れ作業時にも火災が発生しています。

宮古島地方気象台ホームページ
http://www.jma-net.go.jp/miyako/

お問い合わせ先： 宮古島地方気象台　☎ 0980-72-3054（平日のみ／8:30～17:15）

乾燥注意報が発表されているかを確認して
火の取り扱いに一層の注意をしてください。

●宮古島地方の乾燥注意報の発表基準
最小湿度50％以下で、実効湿度※60％以下と予想される場合に発表します。

（※実効湿度：木材の乾燥の程度を表す指数で、数日前からの湿度を考慮に入れて計算した湿度のこと）

最低賃金とは、働くすべての人に賃金の最低額を保障する制度です。

宮古島地方気象台

広報
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あ
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12月１日は世界エイズデーです。

ウガンプトゥキ

皆
様
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ん
に
ち
は
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域
お
こ

し
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
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っ
き
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す
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月
も
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っ
く
り
す
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間
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あ
ま
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い
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い
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末
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か
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過
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く
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す
。
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０
２
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き
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も
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５
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目
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迎
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て
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ま
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し
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の
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光
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ラ
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か
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て
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で
も
、島
の
皆
様
の
あ
た
た

か
さ
に
励
ま
さ
れ
、無
事
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
了
。今

で
は
内
地
の
友
人
に「
も
う
す
っ
か

り
多
良
間
に
馴
染
ん
で
る
ね
～
」と

ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。実
家
の
横
浜
に
帰
省
し
た
時
に

は
、人
と
車
の
多
さ
に
逆
に
び
っ
く

り
。見
事
に
、人
混
み
の
中
に
い
る

と
疲
れ
る
体
質
に
な
り
ま
し
た（
笑
）。

特
に
内
地
の
電
車
の
乗
り
継
ぎ
を

す
っ
か
り
忘
れ
て
お
り
、都
内
の
友

人
と
の
待
ち
合
わ
せ
に
四
苦
八
苦

す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
も
っ
ぱ
ら
の
悩
み
は
、実

家
に
帰
省
す
る
と
高
確
率
で
風
邪

を
引
く
こ
と
で
す
。特
に
年
末
の
帰

省
は
、多
良
間
が
24
度
の
時
に
横
浜

が
12
度
！
と
い
う
こ
と
も
多
く
あ
り
、

防
寒
を
し
て
い
て
も
、な
ぜ
か
一
日

二
日
は
調
子
が
戻
り
ま
せ
ん
。実

家
の
母
に
は「
な
ん
で
帰
っ
て
く
る

た
び
に
風
邪
引
い
て
る
の
！
」と
半

ば
呆
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
こ
は

本
当
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
す
っ
か
り
、居
心
地
の
い
い
多

良
間
の
気
候
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
私

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん「
多
良

間
ナ
イ
ズ
」さ
れ
て
い
く
私
を
、ゆ

る
く
見
守
っ
て
頂
け
ま
し
た
ら
嬉

し
い
で
す
☆
皆
様
よ
い
お
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

●1�2月1日は、世界的レベルでのエイズまん延予防と患者・感染者に対する差別・偏
見の解消を図ることを目的として、WHO（世界保健機関）により定められた“世
界エイズデー”となっております。今年度のキャンペーンテーマは「U＝U  検
出されない＝性感染しない」です。

●宮古保健所では世界エイズデーにあわせて検査枠を拡大しています。
　�通常は毎週火・木、午前9時～11時、午後1時～3時に性感染症（HIV、梅毒、クラミ

ジア）検査を無料・匿名で実施しています。
　�世界エイズデーに伴い12月２日（火）～12月５日（金）の検査枠を拡大し実施します。
　�日程によっては、実施していない場合もありますので、必ずお電話もしくは

WEBからのご予約をお願いします。この機会に検査を受けてみませんか？

宮古保健所健康推進班　☎ 0980-73-5074 ※要予約

役場北側 コミュニティー施設隣

令和７年10月31日 ( 金 )、ウガ
ンプトゥキが行われ、島内各御嶽
を始め各拝所で豊作が感謝された。
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回
文
と
い
う
の
が
あ
る
。上
か
ら
読
ん
で

も
下
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
文
字
列
に
な
り
、

意
味
が
通
じ
る
言
葉
だ
。「
ト
マ
ト
」や「
し

ん
ぶ
ん
し
」な
ど
の
簡
単
な
回
文
か
ら
、複

数
の
単
語
か
ら
な
る
長
く
て
難
し
い
も
の
ま

で
あ
る
。短
い
も
の
で「
夜
く
る
よ
」、少
し

長
め
で「
見
事
な
花
と
ゴ
ミ
」な
ど
。

回
文
は
言
葉
遊
び
の
一
種
で
、子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、道
具
が

必
要
な
く
場
所
を
と
ら
ず
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。回
文
は
、中
国
で
昔
か
ら
遊
び

と
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
、日
本
も
そ
の
影
響

を
受
け
た
よ
う
だ
。日
本
で
の
一
番
ふ
る
い

の
は
、平
安
時
代
の
和
歌
に
あ
っ
て
、そ
の
後
、

時
代
が
変
わ
っ
て
も
親
し
ま
れ
て
き
た
。

現
代
で
は
、特
に
親
子
で
遊
ぶ
こ
と
で
良

い
効
果
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。子
ど
も
と

回
文
を
作
り
、遊
ぶ
こ
と
で
、言
葉
の
意
味

を
学
び
、た
く
さ
ん
の
言
葉
に
ふ
れ
る
こ
と

で
、言
語
能
力
や
考
え
る
力
を
育
て
ら
れ
る

と
言
わ
れ
る
。他
に
も
、今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
単
語
を
覚
え
意
味
を
知
る
こ
と
で
、子
ど

も
が
言
葉
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な

り
、言
葉
遊
び
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
。さ
ら

に
、様
々
な
言
葉
か
ら
回
文
に
適
し
た
単
語

を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
、そ
の
過
程
で
い
ろ
い

ろ
な
単
語
に
触
れ
る
機
会
が
生
ま
れ
、遊
び

の
中
で
自
然
と
語
彙
力
や
表
現
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、逆
さ
に
読
む
こ
と

の
面
白
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、思
考
力

が
向
上
す
る
な
ど
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
に

ら
め
っ
こ
だ
け
で
な
く
、こ
の
よ
う
な
遊
び

に
も
親
し
ん
で
ほ
し
い
。

回
文
の
作
り
方
を
、ち
ょ
っ
と
だ
け
紹

介
。言
葉
を
決
め
、さ
か
さ
ま
に
す
る
。た

と
え
ば「
あ
か
る
い
」を
さ
か
さ
ま
に
す
る

と「
い
る
か
あ
」。つ
な
げ
て
み
る
、「
あ
か
る

い 

い
る
か
あ
」、意
味
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、

分
か
る
文
に
す
る
た
め
、間
に
言
葉
を
入
れ

る
。た
と
え
ば
間
に「
子こ

」を
い
れ
る
と「
あ

か
る
い 

こ 

い
る
か
あ
」に
な
る
。あ
る
い
は

「
夫ふ
う
ふ婦
」を
間
に
入
れ
る
と「
あ
か
る
い 

ふ
う

ふ 

い
る
か
あ
」と
な
り
、意
味
が
通
じ
る
。

12
月
21
日
は「
回
文
の
日
」。「
１
２
２
１
」

と
い
う
日
付
の
並
び
か
ら
の
よ
う
だ
。回
文

作
り
の
名
人
、土
屋
耕
一
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

の
回
文
集
か
ら
。「
ミ
サ
イ
ル
は
悪わ

る

勇
み
」「
核

を
持
ち
基
地
も
置
く
か
」「
大
参
事
、難
民
み

ん
な
人
災
だ
」「
大
胆
に
な
る
な
怒
鳴
る
な
忍

耐
だ
」。我
が
家
の
９
番
目
の
孫
は「
い
ら
み

な
み
ら
い
」だ
。

さ
て
、２
０
２
５
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
る
。

今
年
、国
内
で
は
、大
阪・関
西
万
博
の
開
催
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者（
75
歳
以
上
）に

達
し
、医
療・介
護
需
要
の
急
増
、労
働
力
不

足
の
深
刻
化
な
ど
い
わ
ゆ
る「
２
０
２
５
年
問

題
」が
顕
在
化
し
た
。ま
た
、米
不
足
や
米
価

格
の
高
騰「
令
和
の
米
騒
動
」が
起
き
た
。政

界
で
は
少
数
与
党
自
民
党・公
明
党
か
ら
公
明

党
の
連
立
離
脱
、自
民
党・日
本
維
新
の
会
が

新
た
な
連
立
を
組
み
、女
性
初
の
総
理
大
臣

が
誕
生
し
た
。「
昭
和
１
０
０
年
」「
戦
後
80
年
」

と
い
う
歴
史
的
な
節
目
の
年
で
も
あ
っ
た
。

世
界
の
動
き
を
見
る
と
、１
月
に
就
任
し

た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
相
互
関
税
政
策
で
世

界
が
大
き
く
揺
れ
た
。イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス

ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
停
戦
合
意
が
10
月
10
日

に
な
さ
れ
た
が
、イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
散
発

的
攻
撃
は
続
き
、ガ
ザ
の
復
興
は
見
え
な
い

ま
ま
。ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
で
は
、ド
ジ
ャ
ー

ス
が
２
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
、二
刀
流
大

谷
翔
平
選
手
、山
本
由
伸
投
手
が
活
躍
。山

本
投
手
は
最
優
秀
選
手
賞（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）に
輝
い

た
。ま
た
、年
間
最
優
秀
選
手
賞（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）

に
は
、大
谷
翔
平
選
手
が
３
年
連
続
４
度
目

の
栄
冠
を
獲
得
し
た
。

２
０
２
６
年
は
、「
午
年
」。馬
は
、常
に
前

進
す
る
動
物
で
あ
り
、後
ろ
を
振
り
返
ら
ず

に
前
へ
と
進
む
。そ
の
姿
は
、夢
に
向
か
っ

て
突
き
進
む
人
の
象
徴
で
あ
り
、新
し
い「
挑

戦
」大
き
な「
飛
躍
」の
年
と
し
て
、「
千
軍
万

馬
」の
勢
い
で
邁
進
し
た
い
。

ひとりごと
令和7年12月

広報
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休
年

は
始
年
末
年

年休取得促進
特設サイト▶

●働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

年次有給休暇取得促進特設サイト

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば休暇の分散化にもつながります。

年次有給休暇 を上手に活用し

働き方・休み方を見直しましょう

広報

（　　）内は前月比

緊急ダイヤル
火災・救急  ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79–2010）110 番
急病人／多良間診療所 79 –2101

歯科診療所 79 –2162
停電／沖縄電力多良間電業所 79 –2147

断水／役場住民福祉課 79 –2623
断水／水道担当 090–1179–5449

家畜疾病／役場産業経済課 79–2503
ガス専用／ JA 多良間 090–6859–2355

世帯数と人口
総世帯数    536  （1）
総人口 1,012  （0）

男 555 女 457
区　別 人　口 世帯数
土　原 66（0） 35（0）
天　川 82（0） 49（0）
津　川 93（0） 49（0）
宮　良 67（0） 31（0）
嶺　間 139（−1） 64（−1）
大　道 165（0） 90（0）
大　木 247（0） 126（1）
吉　川 149（1） 89（1）
水　納 4（0） 3（0）
出　生 0 死　亡 0
転　入 3 転　出 3

（令和７年 10 月末現在）

※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう
救急車出動 …3件 …2件ヘリ搬送

 救急車・ヘリ搬送件数10月

編集後記
●   �12月になりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。
●   �10月25日(土)、普天間港において宮古島海上保安部によ

る『巡視船まえはま』の一般公開が行われました。当日は
子ども達など多くの村民の来場があり、船内外の設備の
見学や、VRゴーグルを装着して実際に船が走る様子を体
験していました。

●   �今月も広報誌へご協力いただいた皆様、ありがとうござ
いました。(大城) 巡視船まえはま（長さ43ｍ、幅7.8ｍ、総トン数200ｔ）
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力
走
！

そ
し
て「
絆
」


